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初
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の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
、
能
登
半
島
で
は
元

日
早
々
の
地
震
に
加
え
、
９

月
に
は
豪
雨
に
よ
り
震
災
被

害
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
な
被
害
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
ま

し
て
、
心
よ
り
の
お
見
舞
い

と
と
も
に
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災

第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
の

最
終
年
と
な
り
、
今
後
も
、

本
県
の
復
興
の
た
め
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

昨
今
、
激
甚
化
す
る
災
害

に
対
し
て
は
、
協
会
員
が
協

力
し
て
対
応
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
も
地
域
に

根
差
し
た
企
業
と
し
て
、
災

害
時
の
速
や
か
な
イ
ン
フ
ラ

等
の
復
旧
に
備
え
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
の
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
へ
の
対
応

で
す
が
、
各
企
業
の
努
力
だ

け
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
後
工
程

を
担
う
設
備
工
事
業
と
し
て

適
正
工
期
及
び
総
合
試
運
転

調
整
期
間
の
確
保
、
４
週
８

閉
所
の
実
現
の
た
め
、
発
注

者
、
他
団
体
と
の
意
見
交
換

会
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。今
後
も
労
働
環
境
改
善
・

生
産
性
向
上
な
ど
魅
力
あ
る

建
設
産
業
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

福
島
県
に
お
い
て
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
・
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指

し
、「
福
島
県
再
エ
ネ
・
省

エ
ネ
推
進
建
築
物
整
備
指

針
」
や
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
改
修
も
含

め
た
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
ら

に
基
づ
い
た
整
備
も
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

我
々
協
会
は
、
設
備
の
施

工
、
運
転
管
理
か
ら
廃
棄
に

至
る
活
動
を
通
じ
て
、
省
エ

ネ
、
省
Ｃ
Ｏ
２

を
推
進
し
、

脱
炭
素
社
会
づ
く
り
を
目
に

見
え
る
形
で
先
導
し
、
地
球

環
境
の
保
全
に
貢
献
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
省
エ
ネ
・
省
資

源
に
適
合
し
た
空
調
衛
生
設

備
機
器
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
そ
し
て
運
用
改
善
等
の

推
進
に
向
け
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環

境
を
支
え
て
い
る
の
が
、「
空

気
調
和
設
備
・
給
排
水
衛
生

設
備
」の
高
度
な
技
術
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
な
ど
未

来
に
向
け
て
様
々
な
環
境
技

術
を
駆
使
し
、
顧
客
に
良
質

で
満
足
の
い
く
設
備
の
提
供

を
最
大
の
目
的
と
し
て
業
界

の
地
位
向
上
・
発
展
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　謹んで新年の御挨拶
を申し上げます。建設
業に携わる皆様には、
社会資本の整備や維持
管理、除雪への対応は
もとより、災害発生時
には応急対策などの災
害支援に対応いただい
ているところであり、
昼夜を問わない献身的
な取組と御尽力に深く
感謝を申し上げます。
　東日本大震災と原発
事故から間もなく14年
が経過する中、避難地
域では、4つの町に認
定された全ての特定帰
還居住区域において除

染・解体作業が進められているほか、県産農産物の
輸出量が過去最高を記録し、県内への移住者数も
過去最多を更新するなど、これまで続けてきた挑
戦の成果が日に見える形となって現れてきていま
す。
　一方で、廃炉と汚染水・処理水対策を始めとした
原子力災害に伴う様々な課題に加え、急激に進む
人口減少など、依然として困難な課題が山積して
おり、長い戦いとなる本県の復興と「福島ならでは」
の地方創生を成し遂げるためには、今後も挑戦を
続けていかなければなりません。
　まず、東日本大震災と原発事故からの復興・再生
につきましては、令和7年度が最終年度となる第2
期復興・創生期間後のステージを見据えながら、復
興の進捗に伴って生じる新たな課題やニーズに的
確に対応していくとともに、復興の拠点となる地
域間の連携や産業等の再生を支える道路のほか、
防災力の向上に必要な河川の改修など、原発事故
からの復興に必要となるインフラ整備に着実に取
り組んでまいります。
　また、人口減少対策につきましては、急激な人
口減少のスピードをいかに緩やかにしていくかが
重要となっていることから、様々な主体と危機感
を共有しながら、出会い・結婚から妊娠・出産、子
育てのライフステージに応じた切れ目のない支援
などの「自然減対策」と、県内で働く魅力を発信し、
若者の県内定着・還流を図る取組や移住・定住の促
進などの「社会減対策」の両面から粘り強く取り
組んでまいります。
　今年4月からは、プレＤＣがスタートします。来
年の本番に向けた機運醸成を図りながら、多くの
皆様に、本県の様々な魅力と復興に向けて力強く
歩み続ける福島の今を「見て」「食べて」「感じて」
いただけるよう、準備を進めてまいります。
　今後も、県民の皆様と共に、挑戦を続けてまい
りますので、一層の御支援、御協力をお願い申し
上げ、新年の御挨拶といたします。

復興と地方創生の
新たなステージに向けて

福島県知事

内堀 雅雄

一般社団法人
福島県空調衛生工事業協会

会長　大内　弘之

設
備
の
力
で
省
エ
ネ
推
進

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ 
高
度
な
技
術
で
快
適
環
境
創
造

脱炭素社会を先導脱炭素社会を先導

　

当
協
会
と
県
建
設
業
協

会
、
県
電
設
業
協
会
は
合
同

で
昨
年
11
月
25
日
、
県
庁
で

県
土
木
部
と
の
意
見
交
換
会

を
開
き
、
３
団
体
で
取
り
ま

と
め
た
公
共
建
築
設
備
工
事

の
工
期
設
定
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て
改
善
を
求
め
た
。

県
総
合
設
備
協
会
と
し
て
、

今
年
度
入
札
制
度
へ
の
要
望

も
行
っ
た
。

　

建
築
・
設
備
３
団
体
が
合

同
で
県
と
意
見
交
換
を
行
う

の
は
今
回
が
初
。
当
協
会
の

大
内
弘
之
会
長
、
有
賀
行
秀

副
会
長
、
鹿
目
寿
理
事
、
海

川
正
美
専
務
理
事
の
ほ
か
、

大
場
俊
之
県
建
設
業
協
会
副

会
長
、
大
槻
博
太
県
電
設
業

協
会
長
ら
が
出
席
し
、
県
土

木
部
の
芳
賀
英
幸
企
画
技
術

担
当
、
渡
邉
佳
文
建
築
担
当

両
次
長
、
佐
藤
研
一
技
術
管

理
課
長
、
丸
山
泰
人
建
設
産

業
室
長
、
星
剛
建
築
住
宅
課

長
、
佐
瀬
守
昭
営
繕
課
長
、

県
総
務
部
の
小
林
弘
典
入
札

監
理
課
長
ら
と
意
見
を
交
わ

し
た
。

　

別
途
発
注
の
前
工
事
や
仮

設
計
画
、
工
事
制
約
条
件
な

ど
、
施
工
者
側
の
視
点
か
ら

工
期
設
定
に
関
す
る
課
題
を

整
理
し
、
各
課
題
を
考
慮
し

た
適
正
な
工
期
設
定
が
な
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

働
き
方
改
革
が
日
々
進
ん

で
い
る
現
状
な
ど
か
ら
、
発

注
者
と
設
計
者
、
施
工
者
が

工
期
や
設
計
施
工
上
の
課
題

を
共
有
す
る
こ
と
が
、
よ
り

良
い
建
物
の
建
設
に
つ
な
が

る
と
し
て
、
工
事
ご
と
の
３

者
協
議
と
は
別
に
、
団
体
レ

ベ
ル
で
の
意
見
交
換
の
場
を

県
の
主
導
に
よ
り
設
け
る
よ

う
提
案
。
入
札
制
度
関
係
で

は
、
指
名
競
争
「
地
域
の
守

り
手
育
成
型
方
式
」
に
つ
い

て
、
地
元
企
業
の
受
注
機
会

が
増
え
る
よ
う
設
備
工
事
に

お
い
て
も
柔
軟
な
運
用
を
求

め
た
。

工期設定の課題改善へ

初意見交換会

県土木部と建築・設備３団体
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横田智史氏

内
堀
知
事
か
ら
表
彰
状
を
受

け
る
山
田
社
長（
左
）

　謹んで新年の御挨拶を申し上げ
ます。
　建設業に携わる皆様には、社会
資本の整備や施設の維持管理はも
とより、災害対応など、昼夜を問
わない献身的な取組と御尽力に深
く感謝を申し上げます。
　東日本大震災と原発事故から間
もなく14年が経過する中、避難地
域では、全ての特定帰還居住区域
において除染・解体作業が進めら
れているほか、大熊町と双葉町か
ら要請のあった住民帰還を促進す
るための災害公営住宅等の代行整
備も完成し、町民の帰還や他地域
からの移住促進が図られるなど、
これまで続けてきた取組が成果と

して現れてきています。
　一方で、原子力災害に伴う様々な課題に加え、急激に進む
人口減少など、依然として困難な課題が山積しているため、
今後も、本県の復興と地方創生に向けた取組を続けていく必
要があります。
　まず、原発事故からの復興・再生につきましては、令和7年
度が最終年度となる第2期復興・創生期間後を見据え、原発事
故からの復興に必要となるインフラ整備に着実に取り組んで
まいります。
　また、人口減少対策につきましては、急激な人口減少のス
ピードをいかに緩やかにしていくかが重要であることから、
様々な主体と危機感を共有しながら、出会い・結婚から妊娠・
出産、子育てのライフステージに応じた切れ目のない支援を
行うため、県内の新婚、子育て世帯や本県への移住者等を対
象とした空き家改修補助事業への支援、関係人口の創出拡大
や移住・定住の促進、若者等への自立支援を目的とした県営住
宅の提供などの取組を進めてまいります。
　さらに、「福島県2050年カーボンニュートラル」の実現に向
けて、中大規模の県有建築物の木造化・木質化に取り組むため、
昨年5月、全国に先駆け「ふくしま木造化・木質化建築ガイド
ライン」を策定し、木材利用の面からも建築物の脱炭素化を
目指しております。
　今後も、県民の皆様と共に挑戦を続けてまいりますので、
一層の御支援、御協力をお願い申し上げ、新年の御挨拶とい
たします。

年頭所感

県土木部長

矢澤 敏幸

建築物の脱炭素化推進

　

当
協
会
は
昨
年
９
月
20

日
、
福
島
市
の
ア
オ
ウ
ゼ
で

今
年
度
の
特
別
技
術
講
習
会

を
開
い
た
。
建
築
設
備
工
事

に
関
す
る
諸
問
題
の
研
究

と
、
技
術
力
水
準
、
生
産
性

の
向
上
を
目
的
に
技
術
委
員

会
事
業
と
し
て
例
年
開
い
て

い
る
も
の
。
会
員
と
賛
助
会

員
企
業
か
ら
38
人
が
受
講
し

た
。

　

今
回
は
２
０
２
２
年
４
月

に
義
務
化
さ
れ
た
ア

ス
ベ
ス
ト
事
前
調
査

の
報
告
制
度
、
環
境

負
荷
が
少
な
い
低
温

暖
化
冷
媒
Ｒ
32
を
採

用
し
た
ビ
ル
用
マ
ル

チ
エ
ア
コ
ン
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
、
最

新
の
設
備
機
器
や
法

改
正
に
伴
う
業
務
上

の
留
意
点
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め

た
。

　

初
め
に
、
古
川
敏

博
担
当
副
会
長
が

「
技
術
力
と
生
産
性

の
向
上
に
向
け
、
新

最
新
の
設
備
機
器
な
ど
を
学
ん

だ
講
習
会

た
な
知
識
を
身
に
付
け
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
栁
沼

信
彦
東
北
ビ
ル
ハ
ー
ド
取
締

役
管
理
部
長
が
「
解
体
・
改

修
工
事
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス

ト
事
前
調
査
」
に
つ
い
て
講

義
し
た
。

　

石
綿
の
基
礎
知
識
と
し
て

種
類
や
有
害
性
、
含
有
建
材

な
ど
を
ビ
デ
オ
で
確
認
。
含

有
建
材
は
発
じ
ん
性
の
違
い

か
ら
吹
付
材
（
発
じ
ん
性
＝

著
し
く
高
い
）、
保
温
材
等

（
高
い
）、
成
形
板
等
（
比
較

的
低
い
）、
仕
上
塗
材
（
同
）

に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
一
戸

建
て
住
宅
等
で
一
般
的
に
使

用
さ
れ
る
成
形
板
等
と
仕
上

塗
材
の
特
徴
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

　

栁
沼
部
長
は
こ
の
ほ
か
、

石
綿
事
前
調
査
結
果
報
告
シ

ス
テ
ム
の
ロ
グ
イ
ン
に
必
要

な
「
ｇ
Ｂ
ｉ
ｚ
Ｉ
Ｄ
」
の
作

成
方
法
、
シ
ス
テ
ム
の
利
用

手
順
も
説
明
。「
ｇ
Ｂ
ｉ
ｚ

Ｉ
Ｄ
は
補
助
金
申
請
な
ど
各

種
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
も
利
用

で
き
る
た
め
、
う
ま
く
活
用

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

　

嶺
岸
康
一
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ

Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
東
北

営
業
本
部
南
東
北
支
店
い
わ

き
営
業
所
副
長
は
、
同
社
の

Ｒ
32
冷
媒
採
用
ビ
ル
用
マ
ル

チ
エ
ア
コ
ン
「
Ｖ
Ｒ
Ｖ
７
」

を
紹
介
し
た
。

　

新
設
用
の
ビ
ル
用
マ
ル
チ

エ
ア
コ
ン
は
、
25
年
度
に
フ

ロ
ン
排
出
抑
制
法
に
基
づ
く

「
指
定
製
品
」
の
対
象
と
な

る
。
地
球
温
暖
化
係
数
（
Ｇ

Ｗ
Ｐ
）
が
高
い
製
品
は
出
荷

で
き
な
く
な
る
た
め
、
低
温

暖
化
冷
媒
Ｒ
32
の
普
及
が
予

測
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
Ｒ
32
は
微
燃
性
の

た
め
、
安
全
対
策
が
必
要
に

な
る
。
取
り
扱
い
に
つ
い
て

日
本
冷
凍
空
調
工
業
会
が
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
お

り
、
嶺
岸
副
長
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
冷
媒
ガ
ス

漏
え
い
時
の
燃
焼
を
防
ぐ
た

め
の
遮
断
装
置
や
検
知
警
報

器
の
設
置
場
所
な
ど
、
必
要

な
安
全
対
策
を
説
明
し
た
。

栁沼信彦氏

嶺岸康一氏

　県入札制度等監視委員会による入札制
度に対する建設関係団体等への意見聴取
は昨年11月14日、福島市のキョウワグ
ループ・テルサホールで行われ、県総合
設備協会(大槻博太会長)から古川敏博当
協会副会長、永井博県電設業協会副会長
が出席。改修・維持修繕工事における地
元企業の受注機会確保などを継続して訴
えたほか、総合評価方式「入札参加者の
所在地」評価の地域区分見直しなどを新
たに要望した。
　入札・契約制度の課題、建設業界を取
り巻く社会情勢や課題について各団体の
代表が回答。県総合設備協会は入札・契
約制度全般について、地域に精通した地
元企業が存続できるよう、施設の施工実
績や維持管理を担う事業者が受注しやす
くなるインセンティブ付与が必要だと訴
えた。
　総合評価方式に対しては、累積的イン
センティブシステムにより受注企業の偏
り、2極化が見られるとして、その改善
を要望するとともに、県が今年度試験的
に導入した「一抜け方式」の拡大を提案。

「企業の地域社会に対する貢献度」評価
の選択項目「除雪、維持補修業務の実績」
が今年度の制度改正により電気設備、暖
冷房衛生設備工事の緊急対応業務も評価
対象となったことを受け、制度周知と実
績証明の書式統一など、制度運用の円滑
化に向けた取り組みも求めた。

若手と「経営理念共有」必要
経営改善研修会

イクボス式経営を勉強

職場の課題解決策について話し合う参加者ら��

　

今
年
度
経
営
改
善
研
修
会

は
昨
年
11
月
19
日
、
二
本
松

市
の
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求

め
ら
れ
る
「
イ
ク
ボ
ス
」
を

テ
ー
マ
に
開
い
た
。

　

会
員
企
業
の
経
営
体
質
強

化
を
目
的
に
、
経
営
委
員
会

事
業
と
し
て
毎
年
開
い
て
い

る
。
今
回
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
向

け
て
、
講
師
の
横
田
智
史
ペ

ン
ギ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社
長
か
ら
イ
ク
ボ
ス
式
経
営

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
ほ

か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
実

際
に
課
題
点
や
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
を
会
員
間

で
話
し
合
っ
た
。

　

会
員
企
業
の
経
営
者
ら
21

人
が
参
加
。
野
地
幸
司
経
営

委
員
長
が
「
今
回
の
研
修
で

イ
ク
ボ
ス
の
認
識
を
改
め
て

も
ら
い
、
親
ま
た
は
経
営
者

と
し
て
知
識
を
深
め
、
働
き

方
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
「
イ
ク
ボ
ス
」
は
、
部
下

の
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を

サ
ポ
ー
ト
し
つ
つ
、
自
ら
も

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
充

実
さ
せ
て
い
る
上
司
を
指
す

言
葉
。
横
田
氏
は
さ
ま
ざ
ま

な
人
が
働
け
る
組
織
（
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
）
が
重
要

だ
と
し
、
男
女
と
も
に
育
児

と
仕
事
が
両
立
で
き
る
職
場

環
境
形
成
の
必
要
性
を
説
い

た
。

　

た
だ
、
厚
生
労
働
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
男
性
の
育
児

休
暇
取
得
率
は
増
加
傾
向
だ

が
、
２
０
２
０
年
度
時
点
で

は
12
・
65
％
と
女
性
（
81
・

６
％
）
に
比
べ
て
低
い
。
内

閣
府
の
調
査（
21
年
度
実
施
）

で
は
、
１
カ
月
以
上
の
育
休

を
取
得
し
な
い
男
性
の
理
由

と
し
て
「
職
場
に
迷
惑
を
か

け
た
く
な
い
」
が
37
・
２
％
、

「
職
場
が
育
休
を
認
め
な
い

雰
囲
気
」
が
32
・
９
％
で
過

半
数
を
占
め
た
。

　

横
田
氏
は
職
場
理
解
が
壁

に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
男

性
の
育
休
取
得
に
は
①
意
欲

②
風
土
③
制
度
―

が
大
切
だ

と
訴
え
掛
け
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

育
休
の
ほ
か
業
務
の
属
人

化
、
次
世
代
育
成
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
職
場
の

課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
抽
出
し
た

上
で
、
課
題
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
改
善
す
る
べ
き
か
参

加
者
同
士
で
話
し
合
っ
た
。

　

意
見
交
換
の
中
で
参
加
者

は
、
休
日
の
考
え
方
や
仕
事

へ
の
価
値
観
な
ど
、
若
者
と

の
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
を
課
題

に
挙
げ
た
。
横
田
氏
は
、
や

り
が
い
や
仕
事
を
通
じ
て
の

ビ
ジ
ョ
ン
形
成
な
ど
を
ど
う

育
て
て
い
く
か
が
カ
ギ
に
な

る
と
し
て
、
経
営
理
念
の
共

有
が
必
要
と
回
答
。「
創
業

者
の
思
い
や
会
社
の
ビ
ジ
ョ

ン
、
方
向
性
を
共
有
す
る
時

間
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
た
。

　

研
修
会
終
了
後
、
男
女
共

生
セ
ン
タ
ー
が
研
修
会
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

講
義
は
「
話
の
中
に
知
り
た

い
こ
と
が
多
く
あ
り
、
今
後

に
生
か
せ
る
内
容
だ
っ
た
」、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
「
み
ん
な
同
じ
課
題
を
抱

え
て
い
た
」「
他
社
で
実
際

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
聞

く
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
っ
た
。

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
長
谷
川
浩
一
会
長
）
は
昨

年
９
月
９
日
、
２
０
２
５
年

度
県
予
算
編
成
に
向
け
、
県

議
会
各
党
・
会
派
に
対
す
る

要
望
活
動
を
行
っ
た
。
当
協

会
は
時
間
外
労
働
上
限
規
制

適
用
を
踏
ま
え
た
働
き
方
改

革
の
推
進
や
、
適
正
な
工
期

設
定
等
に
よ
る
就
労
環
境
の

改
善
を
求
め
た
。

　

県
庁
で
開
か
れ
た
自
民
党

の
要
望
聴
取
会
に
は
、
当
協

会
会
長
の
大
内
弘
之
建
産
連

副
会
長
の
ほ
か
、
長
谷
川
会

長
と
安
藤
正
道
、大
槻
博
太
、

皆
川
雅
文
、
相
良
政
博
、
鈴

木
武
男
各
副
会
長
、
磯
上
秀

一
、
石
川
俊
両
理
事
、
各
団

体
事
務
局
が
出
席
し
た
。

　

働
き
方
改
革
の
推
進
で

は
、
適
正
な
工
期
の
確
保
と

弾
力
的
な
繰
越
制
度
の
活
用

に
よ
る
年
度
末
の
工
期
集
中

回
避
や
、
提
出
書
類
の
簡
素

化
、建
設
Ｄ
Ｘ
の
活
用
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
の
労
働

時
間
削
減
施
策
の
実
施
を
提

案
し
た
。
自
民
党
、公
明
党
、

県
民
連
合
等
に
要
望
書
を
提

出
し
た
。

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
長
谷
川
浩
一
会
長
）
は
昨

年
７
月
29
日
、
第
３
次
担
い

手
３
法
の
成
立
を
受
け
、
県

土
木
部
に
、
県
内
建
設
業
の

生
産
性
向
上
と
働
き
方
改
革

の
一
層
の
推
進
な
ど
を
求
め

る
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
当

協
会
会
長
の
大
内
弘
之
建
産

連
副
会
長
は
働
き
方
改
革
の

推
進
に
つ
い
て
、
建
設
産
業

全
体
で
労
働
環
境
の
改
善
を

目
指
し
、
週
休
２
日
制
の
定

着
を
図
る
た
め
に
は
、
適
切

な
工
期
設
定
と
必
要
経
費
の

計
上
が
重
要
だ
と
訴
え
た
。

　

県
建
産
連
か
ら
大
内
副
会

長
の
ほ
か
長
谷
川
会
長
、
大

槻
博
太
、
皆
川
雅
文
両
副
会

長
、
中
村
晋
ふ
く
し
ま
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
者

育
成
協
議
会
長
、
各
団
体
事

務
局
が
県
庁
を
訪
れ
、
長
谷

川
会
長
が
矢
澤
部
長
に
要
望

書
を
手
渡
し
た
。

特別技術講習会

新
冷
媒
の
施
工
方
法
学
ぶ

石
綿
事
前

調
査
制
度 

報
告
シ
ス
テ
ム
操
作
も

地元企業の受注機会確保を
県入札制度等監視委に意見

適
正
工
期
の
確
保
な
ど
要
望

議
会
各
党
・
派
に
県
建
産
連

働
き
方
改
革

一
層
推
進
を

担
い
手
３
法
成
立
で

建
産
連
が
県
土
木
部
に
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福
島
県
土
木
部
建
築
総
室

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん

で
新
春
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
本
県
の
建
築
行
政
の
推

進
に
つ
い
て
多
大
な
る
御
理

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
日
本
大

震
災
か
ら
の

復
興
や
地
方

創
生
は
も
と

よ
り
、
気
候

変
動
に
よ
り
激
甚
化
・
頻
発

化
す
る
自
然
災
害
か
ら
の
復

旧
な
ど
、
協
会
の
皆
様
の
御

尽
力
に
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
改
正
労
働
基

準
法
に
よ
る
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
や
、
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
る
猛
暑
へ
の
対
応
な

ど
、
協
会
を
あ
げ
て
様
々
な

課
題
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

本
年
は
、
県
の
新
た
な
総

合
計
画
及
び
住
生
活
基
本
計

画
の
４
年
目
と
な
る
年
で

す
。

　

県
で
は
引
き
続
き
、
住
生

活
基
本
計
画
の
３
つ
の
基
本

方
針
で
あ
る
①
住
宅
ス
ト
ッ

ク
の
質
と
量
の
適
正
化
②
安

全
・
安
心
③
地
方
創
生
・
復

興
に
基
づ
き
、
県
営
住
宅
に

お
い
て
は
、
居
住
環
境
の
向

上
を
図
る
た
め
の
内
部
改

善
、
予
防
保
全
と
長
寿
命
化

を
図
る
た
め
の
改
修
、
移
住

検
討
者
へ
の
お
試
し
住
宅
の

提
供
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
県
有
建
築
物
に
お

い
て
は
、
昨
年
４
月
に
改
定

し
た
「
福
島
県
Ｚ
Ｅ
Ｂ
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
や
、
５
月
に
全

国
に
先
駆
け
て
公
表
し
た

「
ふ
く
し
ま
木
造
化
・
木
質

化
ガ
イ
ド
ラ
ン
」に
基
づ
き
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
継
続

し
な
が
ら
、
地
域
の
拠
点
施

設
で
あ
る「
郡
山
合
同
庁
舎
」

や「
宮
下
病
院
」な
ど
の
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
が
進
む
中
、
特
に
地

方
に
お
い
て
は
建
設
関
連
産

業
が
社
会
経
済
活
動
を
支
え

る
「
地
域
の
守
り
手
」
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
生
産
性
向
上

や
働
き
方
改
革
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
Ｂ
Ｉ

Ｍ
を
始
め
と
す
る
Ｄ
Ｘ
の
活

用
や
公
共
工
事
品
確
法
の
趣

旨
な
ど
に
基
づ
く
適
正
工

期
・
価
格
の
設
定
な
ど
、
建

設
関
連
産
業
が
活
力
と
魅
力

に
あ
ふ
れ
、
持
続
的
に
発
展

で
き
る
よ

う
、
一
層
励

ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、

「
ひ
と
つ
、

ひ
と
つ
、
実
現
す
る
ふ
く
し

ま
」
を
目
指
し
、
皆
様
と
の

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
次

世
代
に
継
承
で
き
る
質
の
高

い
建
築
物
「
永
く
生
き
る
建

築
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
度
の
県
優
良
建
設
工

事
表
彰
を
、
当
協
会
会
員
の

山
田
設
備
工
業
が
受
賞
し

た
。
昨
年
９
月
５
日
に
福
島

市
の
杉
妻
会
館
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
山
田
顕
一
郎
代
表

取
締
役
社
長
が
内
堀
知
事
か

ら
表
彰
状
と
記
念
の
盾
を
受

け
た
。

　

土
木
部
・
機
械
設
備
部
門

内
堀
知
事
か
ら
表
彰
状
を
受

け
る
山
田
社
長（
左
）

で
太
陽
の
国
か
し
わ
荘
新
築

（
機
械
）
工
事
が
受
賞
。
山

田
設
備
工
業
は
２
年
連
続
通

算
７
度
目
の
栄
誉
と
な
る
。

　

式
に
は
内
堀
知
事
は
じ
め

沖
野
浩
之
農
林
水
産
部
長
、

矢
澤
敏
幸
土
木
部
長
ら
両
部

幹
部
と
、
来
賓
の
西
山
尚
利

県
議
会
議
長
、
建
設
関
係
団

体
か
ら
大
内
弘
之
当
協
会
会

長
の
ほ
か
、
長
谷
川
浩
一
県

建
設
産
業
団
体
連
合
会
長
、

鈴
木
武
男
県
建
設
業
協
会
理

事
・
参
与
、
野
内
芳
彦
県
土

地
改
良
建
設
協
会
専
務
理

事
、
小
檜
山
善
継
県
森
林
・

林
業
・
緑
化
協
会
長
、
佐
藤

修
久
県
管
工
事
協
同
組
合
連

合
会
長
、
大
槻
博
太
県
電
設

業
協
会
長
が
出
席
し
た
。

　

内
堀
知
事
は
あ
い
さ
つ
で

「
地
域
建
設
業
が
将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
活
力
と
魅

力
あ
る
産
業
と
な
る
よ
う
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
」
と
述

べ
、
さ
ら
な
る
技
術
、
技
能

向
上
と
安
全
管
理
に
努
め
、

県
の
復
興
と
地
域
創
生
に
一

層
の
協
力
を
と
呼
び
掛
け

た
。

　

今
年
度
の
受
賞
工
事
は
農

林
水
産
部
７
部
門
９
件
、
土

木
部
18
部
門
27
件
。
昨
年
度

完
成
し
た
表
彰
選
考
対
象
工

事
の
農
林
水
産
部
１
７
１

件
、
土
木
部
１
４
３
１
件
の

中
か
ら
選
定
し
た
。

　

�【
い
わ
き
市
】� 

土
木
部
門

で
大
倉
工
業
所
が
施
工
し
た

「
鹿
島
・
常
磐
水
系
幹
線
新

設
工
事
（
第
７
工
区
）」
が

受
賞
し
た
。
表
彰
式
は
昨
年

７
月
12
日
、
い
わ
き
市
役
所

で
行
わ
れ
、
受
賞
し
た
６
社

１
Ｊ
Ｖ
の
各
代
表
者
に
内
田

広
之
市
長
か
ら
賞
状
が
贈
ら

れ
た
。

　

�【
二
本
松
市
】� 

水
道
施
設

部
門
で
野
地
工
業
所
が
施
工

し
た
「
水
原
川
（
観
音
堂
地

区
）
水
管
橋
上
部
工
新
設
工

事
」
が
受
賞
し
た
。
表
彰
式

は
昨
年
８
月
26
日
、
二
本
松

市
役
所
で
行
わ
れ
、
５
部
門

10
件
９
社
の
受
賞
各
社
に
三

保
恵
一
市
長
が
表
彰
状
を
手

渡
し
た
。

　

�【
福
島
市
】� 

設
備
部
門
で

「
蓬
莱
第
４
団
地
22
、
23
号

棟
給
水
方
式
変
更
工
事
」（
コ

バ
ッ
ク
ス
）、
上
水
道
部
門

で
「
老
朽
管
更
新
事
業
（
第

４
期
）
に
伴
う
山
神
第
２
幹

線
（
第
４
―

２
工
区
）
３
０

０
㍉
配
水
管
布
設
替
工
事
」

（
東
洋
住
宅
設
備
）
が
受
賞

し
た
。
表
彰
式
は
昨
年
８
月

28
日
、
福
島
市
の
キ
ョ
ウ
ワ

グ
ル
ー
プ
・
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
木
幡
浩
市
長
が

７
部
門
７
社
の
各
受
賞
企
業

代
表
と
現
場
代
理
人
に
表
彰

状
と
記
念
の
盾
を
手
渡
し

た
。

　

�【
福
島
市
水
道
局
】� 

技
術

者
部
門
で
、
職
務
に
精
通
し

他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
優

良
主
任
技
術
者
（
マ
ス
タ
ー

ク
ラ
ス
）
と
し
て
、
コ
バ
ッ

ク
ス
の
千
葉
誠
氏
が
受
賞
し

た
。
表
彰
式
は
昨
年
10
月
４

日
、
福
島
市
の
キ
ョ
ウ
ワ
グ

ル
ー
プ
・
テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
３
部
門
７
者
と
特

別
賞
受
賞
２
者
に
清
野
一
浩

市
水
道
事
業
管
理
者
が
表
彰

状
を
手
渡
し
た
。

　

県
建

設
産
業

団
体
連

合
会
長

顕
彰
受

賞
者
と
し
て
今
年
度
、
当
協

会
会
員
企
業
か
ら
八
ッ
橋
設

備
の

橋
直
樹
さ
ん�

＝
写
真

＝� 

が
選
ば
れ
た
。

　

建
設
技
能
者
の
能
力
・
資

質
や
社
会
的
評
価
・
地
位
の

向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
特

に
優
秀
な
技
術
・
技
能
を
持

ち
、
後
進
の
指
導
、
育
成
に

貢
献
し
て
い
る
建
設
技
能
者

を
県
、
県
建
産
連
が
顕
彰
し

て
い
る
。

　
　
　

＊ 　
　

＊

　

�


橋
直
樹
さ
ん� 　

こ
の
度

の
受
賞
は
、
南
会
津
建
設
事

事
務
所
の
監
督
員
は
じ
め
監

理
者
皆
さ
ま
の
的
確
な
ご
指

導
と
、
関
係
各
社
が
培
わ
れ

た
技
術
と
ご
協
力
に
よ
る
も

の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
技
術
・
品

質
の
向
上
を
目
指
し
一
層
奮

励
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

東
北

地
方
安

全
施
工

推
進
大

会
（
Ｓ

Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
２
０
２
４
）
が

昨
年
10
月
４
日
、
仙
台
市
の

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
会
津
若
松
建
設
事

務
所
発
注
の
県
営
住
宅
改
善

工
事
（
下
水
道
接
続
）
で
現

場
代
理
人
を
務
め
た
当
協
会

会
員
の
会
津
ガ
ス
・
稲
村
勇

樹
さ
ん�

＝
写
真
＝� 

が
優
良
企

業
（
現
場
代
理
人
）
表
彰
を

受
け
た
。

　

大
会
は
東
北
地
方
に
お
け

る
公
共
工
事
の
安
全
施
工
の

啓
発
と
事
故
撲
滅
が
目
的
。

約
３
５
０
人
が
参
加
し
、
大

会
実
行
委
員
長
の
西
村
拓
東

北
地
方
整
備
局
長
が
各
受
賞

者
に
表
彰
状
を
手
渡
し
た
。

　
　
　

＊ 　
　

＊

　

�

稲
村
勇
樹
さ
ん� 　

今
回
の

受
賞
は
、
会
津
若
松
建
設
事

務
所
建
築
住
宅
課
の
監
督
員

と
そ
の
上
司
の
方
々
の
ご
指

導
と
協
議
を
は
じ
め
、
住
民

の
方
々
と
工
事
協
力
業
者
の

協
力
に
よ
る
も
の
と
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

今
回
の
受
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う

安
全
と
品
質
・
技
術
の
研
さ

ん
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

◆
文
化
設
備
工
業
が
管
工

事
部
門
優
勝　

建
設
業
労
働

災
害
防
止
協
会
県
支
部
の
第

56
回
県
建
設
業
労
働
災
害
防

止
大
会
が
昨
年
７
月
26
日
、

福
島
市
の
エ
ル
テ
ィ
で
開
か

れ
、
労
災
防
止
に
功
労
・
功

績
の
あ
っ
た
企
業
、
事
業
場

等
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

安
全
競
争
表
彰
の
管
工
事

部
門
で
は
、
当
協
会
会
員
の

文
化
設
備
工
業
が
優
勝
。
三

共
設
備
が
準
優
勝
し
、
ク
レ

ハ
設
備
が
第
１
位
に
入
賞
し

た
。

　� ■県優良建設工事受賞工事概要■� 
　�【寸評】�​築35年以上経過し老朽化が激しい
障がい者支援施設を移転・新築し、入居者の
居住環境を改善するための機械設備工事。
　受水槽連通管の支持金物については、工
場製作により架台と支持金物を一体化する
ことで、現場の作業効率を向上するととも
に出来栄えも良好である。
　加えて、大型の浄化槽を設置する作業で
は、関連する建築工事や電気工事の進捗と
全体工期に影響を及ぼさないよう、設置作
業の時期を積極的に提案しながら全体工程
を調整し、工期終盤に錯綜するさまざまな
作業への影響を回避したことはトータルマ
ネージメントが高く評価できるものである。
　さらに、天井内の各種配管について、色
別マークに加え天井点検口の裏に配管識別
表を張り付け、容易に配管の種別を判断で
きるようにしたことや、施設管理者の使い
勝手に配慮して、トイレの排水金物を変更
提案し掃除を容易にするなど、他の模範と
なるものとして総合的に優秀性が認められ
る。
　�【概要】�​▽施工地＝西郷村真船地内▽請負
額＝3億4607万1000円▽概要＝機械設備工
一式

　�【いわき支部】�​いわき管内の県出先
機関、県電設業協会いわき支部と合

同で昨年8月27日、楢葉町の双葉地区特別支援学校移転新築
工事現場で技術研修会を開いた。
　受発注者間で情報共有し、技術力や知識の向上を図ろうと、
いわき建設事務所、鮫川水系ダム管理事務所、小名浜港湾建
設事務所、企業局いわき事業所の関係職員、両支部会員の若
手技術者ら約30人が参加した。
　現場代理人を務める北関東空調工業の小野真也氏らが工事
概要や進捗状況について説明。参加者は4班に分かれ、現場
から抽出された協議事項について意見を交わした。
　�【会津支部】�​昨年8月9日、会津若松建設事務所が主催する
道路美化活動に参加し、道路清掃、防護柵などの安全施設点
検を行った。
　道路ふれあい月間の一環で例年行っており、当支部を含め
13団体241人が参加。国道118、121、252、401号や県道会津
若松裏磐梯線、湯川大町線などを清掃したほか、交通安全施
設の目視点検も行った。
　�【県中・県南支部】�​県中建設事務所、県電設業協会郡山支部
との3者意見交換会が昨年11月13日、郡山市の郡山合同庁舎
で開かれ、建築設備業界の現状と課題や今後の在り方などに
ついて話し合った。
　鴫原国城県中建設事務所建築住宅部長、我妻徹同部課長ら
と、当支部の根本剛支部長らが出席。建築設備関係工事の発
注状況等について情報共有した後、質疑応答を行った。
　当支部からは①長期休暇の緊急修繕担当対応(総合評価等
入札における加点など)②厳しい経営状況下にある地域建設
業を存続させるための対策③高齢者の労働に対する県の考え
―を質問したほか、技術者の高齢化や担い手不足、働き方改
革による労働時間減少等を踏まえた書類の簡素化を改めて要
望した。
　�【県北支部】�​昨年10月19日、福島市の荒川桜づつみ河川公
園で、福島地区管工事共同組合青年部との合同清掃活動を
行った。
　全国管工事協同組合連合会青年部協議会の「水源地をきれ
いにするキャンペーン！」活動を兼ねて行っており、合同開
催は今回で29回目。両団体から82人が参加し、手分けしてご
みを拾い集めた。
　�【相双支部】�​昨年12月6日、楢葉町の双葉地区特別支援学校
移転新築工事現場で、相双建設事務所と県電設業協会相双支
部との意見交換会を開いた。
　両支部から約20人が参加し、助川孝幸同事務所建築住宅課
主幹、今泉和宏同課主任主査と働き方改革の取り組みやＺＥ
Ｂガイドライン等について意見を交わした。意見交換後には
現場見学も行った。

事業展望

「
永
く
生
き
る
建
築
」実
現
へ

業
界
の
発
展
に
一
層
尽
力

会員４社、１人が受賞
市優良建設工事、技術者

いわき、二本松、福島

県
建
産
連
会
長 

顕
彰
に

橋
さ
ん

優
秀
施
工
者

安
全
施
工
貢
献
で

稲
村
さ
ん
受
賞

Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
24

支部のうごき
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新
年
ら
し
さ
は
会
社
で
も
家
庭
で

も
様
々
な
縁
起
物
に
現
れ
る
。
そ
れ

は
干
支
の
置
物
で
あ
っ
た
り
、
社
寺

で
頒
け
ら
れ
る
縁
起
物
で
あ
っ
た

り
、
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
地
域
に
根

差
し
た
民
芸
品
や
郷
土
玩
具
と
し
て

長
く
親
し
ま
れ
た
り
す
る
も
の
で
あ

っ
た
り
、
と
に
か
く
お
め
で
た
い
雰

囲
気
を
醸
し
出
す
。
例
え
ば
会
津
若

海
の
青
、
海
の
幸

海
の
青
、
海
の
幸

松
市
の
風
車
や
起
き
上
が
り
小
法

師
、
福
島
市
の
ま
さ
る
や
白
河
市
の

白
河
だ
る
ま
は
各
地
の
風
物
詩
と
し

て
も
有
名
で
あ
る
。

　

い
わ
き
市
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、

新
年
に
だ
る
ま
を
求
め
る
家
庭
が
多

い
。
だ
る
ま
と
い
え
ば
白
河
だ
る
ま

が
全
国
に
知
ら
れ
て
お
り
、
他
に
も

三
春
張
子
や
双
葉
だ
る
ま
も
あ
る
。

い
わ
き
に
も
古
く
か
ら
だ
る
ま
が
あ

り
、
今
は
い
わ
き
だ
る
ま
と
呼
ば
れ

全
国
に
フ
ァ
ン
が
広
が
っ
て
い
る
と

い
う
。
い
わ
き
だ
る
ま
の
特
徴
は
顔

を
縁
取
る
部
分
（
衣
の
襟
に
な
る
と

い
う
）
が
群
青
色
で
描
か
れ
て
い
る

点
に
あ
る
。
こ
の
群
青
色
に
さ
ら
に

白
い
模
様
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る

が
、
群
青
色
は
太
平
洋
の
色
、
白
は

波
を
表
現
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
し

て
も
う
一
つ
大
き
な
特
徴
は
最
初
か

ら
両
目
が
入
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ

れ
は
見
通
し
の
よ
さ
を
表
し
て
い
る

と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
願
掛
け
用
に
両

目
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
の

だ
け
れ
ど
、
多
く
の
人
は
両
目
の
入

っ
た
も
の
を
買
っ
て
い
く
。

　

だ
る
ま
の
衣
の
襟
が
表
す
の
が
海

の
青
で
あ
る
よ
う
に
、
い
わ
き
は
海

と
縁
が
深
い
。
今
は
「
常
磐
も
の
」

と
呼
ば
れ
、
潮
目
の
海
ゆ
え
黒
潮
の

魚
と
親
潮
の
魚
の
ど
ち
ら
も
水
揚
げ

さ
れ
る
漁
場
の
特
性
か
ら
、
豊
富
な

種
類
の
魚
が
並
ぶ
。
常
磐
も
の
と
い

え
ば
か
つ
て
は
穴
子
と
平
目
の
こ
と

を
指
し
築
地
で
は
寿
司
ネ
タ
と
し
て

高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
た
と
い
う

が
、
最
近
は
豊
富
な
栄
養
を
含
む
海

域
で
育
ち
い
わ
き
の
浜
で
水
揚
げ
さ

れ
る
魚
た
ち
を
常
磐
も
の
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
。
季
節
ご
と
に

お
い
し
い
魚
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
お

い
し
い
食
べ
方
が
地
域
に
根
付
い
て

き
た
。
今
の
季
節
で
あ
れ
ば
鮟
鱇
が

冬
の
味
覚
の
筆
頭
格
と
な
る
。
鮟
鱇

と
野
菜
の
水
分
だ
け
で
作
る
ど
ぶ
汁

仕
立
て
の
鍋
は
観
光
客
の
お
目
当
て

の
一
品
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
他
に

も
共
酢
、
共
和
え
、
じ
き
煮
、
あ
ん

肝
な
ど
が
あ
り
、
珍
し
い
と
こ
ろ
で

は
昆
布
締
め
に
な
っ
た
刺
身
な
ど
も

あ
る
。
吊
る
し
切
り
で
調
理
を
し
て

余
す
と
こ
ろ
な
く
食
材
に
な
り
最
後

に
残
っ
た
口
の
周
り
の
骨
も
魔
除
け

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
い
つ
か
筆
を

執
る
機
会
が
回
っ
て
く
れ
ば
、
い
わ

き
ら
し
さ
あ
ふ
れ
る
季
節
ご
と
の
海

の
幸
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

副会長・いわき支部長

有賀　行秀

いわきだるまと常磐もの

東西
南北

街の話題

●

空
衛
協
の
う
ご
き

空
衛
協
の
う
ご
き

広報委員長

山田 顕一郎
広報委員長

山田　顕一郎

 【
７
月
】  

▽
10
日　
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
：

が
ん
ば
ろ
う
！
東
北
」（
海

川
専
務
）
仙
台
市

▽
23
日　

県
歴
史
的
建
造
物

保
全
活
用
促
進
協
議
会
第
11

回
総
会
（
海
川
専
務
）
ラ
コ

パ
ふ
く
し
ま

▽
26
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
６
年
度
第
２
回

参
与
会
（
海
川
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
29
日　

県
土
木
部
長
へ
の

要
望
活
動
（
大
内
会
長
、
海

川
専
務
）
県
庁

 【
８
月
】  

▽
29
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
48
回
理
事
会
（
大
内

会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

 【
９
月
】  

▽
４
日　

令
和
６
年
度
県
優

良
建
設
工
事
表
彰
式
（
大
内

会
長
）
杉
妻
会
館

▽
４
日 　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
正
副
支

部
長
会
議
（
海
川
専
務
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
５
日 　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
全
国
事
務
局
代
表

者
会
議
（
海
川
専
務
）
東
京

都▽
９
日 　

令
和
７
年
度
県
予

算
編
成
に
対
す
る
県
議
会
各

党
の
要
望
聴
取
会
（
大
内
会

長
、
海
川
専
務
）
県
庁

▽
19
日　

２
０
２
４
年
度
特

別
技
術
講
習
会
（
会
員
）
Ａ

Ｏ
Ｚ

▽
26
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
総
会

（
大
内
会
長
）
江
陽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル

 【
10
月
】  

▽
３
日　

県
空
調
衛
生
工
事

業
協
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
会
員
、
賛
助
会
員
）
郡
山

ゴ
ル
フ
倶
楽
部

▽
８
日　

東
北
地
方
工
事
安

全
施
工
推
進
大
会
・
Ｓ
Ａ
Ｆ

Ｅ
Ｔ
Ｙ
２
０
２
４
（
海
川
専

務
）
仙
台
市

▽
10
日　

令
和
６
年
度
第
１

回
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

専
門
工
事
業
部
会
（
有
賀
副

会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
17
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
29
回
全
国
会
議

（
大
内
会
長
）
横
浜
市

▽
21
日　

伊
藤
隆
之
税
理
士

に
よ
る
会
計
指
導
（
海
川
専

務
、
根
本
事
務
員
）
協
会
事

務
所

▽
30
日　

２
０
２
４
年
度
中

間
監
査
会
（
会
長
、
会
計
理

事
、
監
事
、
事
務
局
）
協
会

会
議
室

▽
30
日　

２
０
２
４
年
度
第

４
回
役
員
会
（
会
長
、
ほ
か

役
員
）
会
館
会
議
室

▽
30
日　

建
築
設
備
３
団
体

意
見
交
換
会（
有
賀
副
会
長
、

古
川
副
会
長
、
海
川
専
務
）

県
建
設
セ
ン
タ
ー

 【
11
月
】  

▽
11
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
50
回
理
事
会
（
大

内
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
14
日　

県
の
入
札
制
度
に

対
す
る
意
見
聴
取
会
（
古
川

副
会
長
、
海
川
専
務
）
キ
ョ

ウ
ワ
グ
ル
ー
プ
テ
ル
サ
ホ
ー

ル▽
19
日　

２
０
２
４
年
度
経

営
委
員
会
経
営
改
善
研
修
会

（
会
員
）
県
男
女
共
生
セ
ン

タ
ー

▽
25
日　

県
土
木
部
と
建
築

設
備
３
団
体
と
の
意
見
交
換

会
（
正
副
会
長
支
部
長
、
海

川
専
務
）
県
庁

▽
26
日　

県
浄
化
槽
協
会
創

立
50
周
年
記
念
式
典
祝
宴

（
大
内
会
長
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
エ
ル
テ
ィ

 【
12
月
】  

▽
４
日　

建
築
設
備
工
事
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
大
内
会

長
）
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

▽
４
日　

２
０
２
４
年
度
第

２
回
広
報
委
員
会
（
広
報
委

員
）
協
会
会
議
室

　

先
々
月
11
月
は
じ
め
の
と

あ
る
週
末
の
話
で
す
。
家
族

（
妻
、
子
２
人
）
で
大
玉
村

に
あ
る
「
福
島
県
野
生
生
物

共
生
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
施

設
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
有

り
体
に
言
い
ま
す
と
、
主
目

的
は
別
（「
あ
だ
た
ら
の
里

直
売
所
」
前
広
場
で
開
催
さ

れ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

出
店
す
る
子
ど
も
服
屋
さ
ん

を
営
む
知
り
合
い
に
会
い
に

行
く
こ
と
）
に
あ
り
、
こ
ち

ら
は
入
館
料
も
無
料
で
近
く

に
あ
る
か
ら
ち
ょ
っ
と
出
向

い
て
み
ま
す
か
程
度
の
感
覚

だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
に
楽

し
く
そ
し
て
為
に
な
る
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

学
校
の
教
室
ぐ
ら
い
の
広

さ
が
あ
る
展
示
室
に
は
、
県

内
の
里
山
に
生
き
る
動
物
、

野
鳥
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
の
標

本
（
剥
製
）
や
飼
育
中
の
水

生
生
物
の
水
槽
な
ど
が
と
こ

ろ
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

剥
製
と
は
い
え
こ
れ
だ
け
の

数
の
野
生
動
物
た
ち
を
間
近

に
す
る
こ
と
は
無
く
、
イ
ノ

シ
シ
や
カ
モ
シ
カ
は
結
構
な

大
き
さ
で
、
こ
う
し
て
見
る

と
生
き
て
い
る
個
体
に
出
く

わ
し
た
ら
確
か
に
ち
ょ
っ
と

怖
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
う

り
坊
は
剥
製
で
も
愛
ら
し
か

っ
た
で
す
が
。

　

ま
た
展
示
室
の
奥
に
は
保

護
し
た
動
物
の
飼
育
室
が
あ

り
、
直
径
30
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

の
筒
状
の
横
穴
に
頭
を
突
っ

込
ん
で
ガ
ラ
ス
越
し
に
保
護

飼
育
し
て
い
る
動
物
を
観
察

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
中
を
覗
く
と
ほ
ん
の
１

～
２
メ
ー
ト
ル
先
で
オ
ス
の

オ
オ
タ
カ
が
食
事
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
し
た
。
両
足
の

鉤
爪
で
し
っ
か
り
と
餌
（
お

肉
）
を
押
さ
え
つ
け
鋭
い
嘴

で
啄
む
様
を
目
の
前
に
す
る

の
は
元
々
タ
カ
目
タ
カ
科
に

属
す
る
猛
禽
類
が
好
き
な
私

に
と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
瞬

間
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時

は
若
い
女
性
職
員
の
方
が
見

学
者
に
案
内
を
し
て
い
た
の

で
す
が
、
私
も
そ
の
オ
オ
タ

カ
に
つ
い
て
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
、
子
供
た
ち
は
野
鳥
の

巣
（
数
種
類
の
実
物
を
見
な

が
ら
）
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

と
教
え
て
も
ら
っ
た
そ
う
で

す
。

　

職
員
の
方
は
適
度
な
距
離

感
を
保
ち
あ
く
ま
で
こ
ち
ら

が
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
説
明
し
て
く
れ
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
、
人
間
と
野

生
生
物
と
の
共
存
に
つ
い

て
、
み
た
い
な
説
教
を
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
施
設

の
名
称
だ
け
見
る
と
若
干
堅

苦
し
そ
う
で
す
が
構
え
る
こ

と
な
ど
不
要
で
す
。
私
の
拙

い
レ
ポ
ー
ト
で
大
変
恐
縮
で

す
が
、
そ
れ
で
も
ち
ょ
っ
と

気
に
な
っ
た
読
者
様
、
今
年

一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
２
４
年
度
健
康
ふ
く

し
ま
21
推
進
県
民
表
彰
の
団

体
部
門
で
、
当
協
会
会
員
の

伊
藤
冷
機
工
業
が
選
ば
れ

た
。
昨
年
10
月
８
日
、
福
島

市
の
キ
ョ
ウ
ワ
グ
ル
ー
プ
・

テ
ル
サ
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
伊
藤
隆
博
代
表
取

締
役
が
佐
藤
宏
隆
副
知
事
か

ら
知
事
感
謝
状
を
受
け
た
。

　

県
民
の
健
康
づ
く
り
に
関

わ
る
公
衆
衛
生
事
業
の
推
進

に
献
身
的
な
活
動
を
続
け
、

他
の
模
範
と
な
る
実
績
を
挙

げ
た
個
人
・
団
体
を
毎
年
表

彰
し
て
い
る
。
伊
藤
冷
機
工

業
は
、
20
年
以
上
に
わ
た
り

事
業
所
全
体
で
献
血
事
業
に

協
力
。
献
血
思
想
の
普
及
な

ど
献
血
の
促
進
に
も
努
め
て

い
る
。

　

昨
年
10
月
３
日
、
郡
山
市

の
郡
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
、

当
協
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
開
催
し
、
21
人
（
会
員
16

人
、
賛
助
会
員
５
人
）
が
参

加
し
た
。

　

小
板
橋
直
史
総
務
副
委
員

長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ
し
、

競
技
方
法
を
説
明
。
18
ホ
ー

ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ダ

ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
で
行
わ

れ
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
コ
ー
ス
→
Ｉ
Ｎ

コ
ー
ス
と
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ス
→
Ｏ

Ｕ
Ｔ
コ
ー
ス
の
二
手
に
分
か

れ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
参
加
者

は
日
々
錬
磨
し
た
腕
前
を
発

揮
し
プ
レ
ー
を
満
喫
し
た
。

　

グ
ロ
ス
98
、
ネ
ッ
ト
75
・

２
の
ス
コ
ア
で
大
内
弘
之
さ

ん
が
優
勝
し
た
。
表
彰
式
で

は
、
大
内
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
小
板
橋
総
務
副
委
員

長
よ
り
成
績
が
発
表
さ
れ
、

大
内
会
長
よ
り
賞
品
が
手
渡

さ
れ
た
。
上
位
入
賞
者
は
次

の
通
り
（
最
初
の
コ
ー
ス
、

次
の
コ
ー
ス
、
ハ
ン
デ
、
ネ

ッ
ト
の
順
）。

　

▽
優
勝
＝
大
内
弘
之
（
第

一
温
調
工
業
）
Ｏ
Ｕ
Ｔ
47
、

Ｉ
Ｎ
51
、
22
・
８
、
75
・
２

▽
準
優
勝
＝
大
越
健
一
（
大

越
工
業
所
）
Ｏ
Ｕ
Ｔ
46
、
Ｉ

Ｎ
49
、
19
・
２
、
75
・
８
▽

３
位
＝
伊
藤
栄
一
（
東
日
本

ユ
ニ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
）
Ｉ
Ｎ

47
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
46
、
16
・
８
、

76
・
２
▽
４
位
＝
遠
藤
真
隆

（
い
わ
き
エ
ア
コ
ン
）
Ｉ
Ｎ

48
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
43
、
14
・
４
、

76
・
６
▽
５
位
＝
安
部
井
省

治
（
ア
ク
ー
ズ
会
津
）
Ｏ
Ｕ

Ｔ
50
、
Ｉ
Ｎ
56
、
28
・
８
、

77
・
２

　

◆
来
年
度
入
学
生
募
集　

喜
多
方
市
に
あ
る
県
立
テ
ク

ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
の
電
気

配
管
設
備
科
は
、
建
築
設
備

（
電
気
設
備
技
術
、
給
排
水

設
備
技
術
、冷
凍
空
調
技
術
）

に
つ
い
て
２
年
間
の
総
合
的

な
教
育
訓
練
を
行
っ
て
お

り
、
若
手
技
術
者
の
人
材
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
度
生
の
入
学

試
験
日
程
は
、
一
般
入
学
試

験
（
２
次
）
が
１
月
31
日
（
出

願
期
間
は
１
月
14
日
か
ら
１

月
24
日
）、
一
般
入
学
試
験

（
３
次
）
が
３
月
19
日
（
出

願
期
間
は
２
月
25
日
か
ら
３

月
13
日
）
で
す
。
な
お
、
在

職
者
（
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ

て
本
校
で
学
ぶ
方
）
も
受
験

が
可
能
で
す
。
詳
細
は
本
校

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
会
津
（
入
試
担
当
）
☎
０

２
４
１
（
27
）
３
２
２
１
。

ホ
ー
ム
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ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
c
-

aizu.ac.jp/

伊
藤
冷
機
工
業

に
知
事
感
謝
状

郡
山
で
親
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ゴ
ル
フ
コ
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ペ

大
内
さ
ん
優
勝
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